
Salesforceのグローバル活用で
浮上したデータマネジメントの課題

KDDIでは、世界190以上の国や地域で利用可
能なKDDI Global IP-VPNサービスをはじめ
とした、高品質で信頼性の高いシームレスなグ
ローバルネットワークサービスを提供している。
これらのサービスに関連する多様なデータを
一元的に管理するため、KDDIが活用している
のがSalesforceだ。ただ、その運用に関しては
様々な課題を抱えていた。「特にデータマネジメ
ントの観点から煩雑な手間が発生し、システム
管理上の悩みとなっていました」と語るのは、
同社 グローバル事業企画本部 グローバル経営
管理部 5グループのチームリーダーを務めるマ
ネージャーの高橋 昭彦氏である。
案件・顧客・契約等の情報は継続的なメンテ

ナンスが欠かせない。さらに契約管理や請求処

理などを担っている会計システム等の社内シス
テムとの情報授受も多数あるため、Salesforce

に対して大量データの入力、出力、修正、編集な
どの作業が発生する。
もちろんSalesforceでも、大量レコードの新
規作成・更新・削除・出力などを行う標準ツー
ルとしてレポートやデータメンテナンスツー
ル（DataLoader）を提供している。しかし、そ
の作業は必ずしも効率的とはいえなかった。
SalesforceのデータをレポートやDataloader

を用いて一括出力し、Excelなどでデータ加
工を行った後、ふたたびDataloaderを用いて
Salesforceに戻す手順が一般的だが、その成功
/失敗の結果は別途ログファイルを取得して確
認しなければならない。
「仮にログファイル内にエラーが表示されて
いた場合、それがどのレコードで発生したもの
なのかを目視で探し出して修正しなければなり
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● Salesforce上のデータをExcel上でシームレス
に参照・追加・編集できる。

● 1ユーザーあたり月額980円とリーズナブルなラ
イセンス費で利用できる。

● 大量データのメンテナンス作業の効率が
5～10倍に向上した。

● 社内関連システムとの情報授受等の定型業
務にも今後活用できる目途がたった。

IP-VPNやアプリケーション最適化、国際専用線、インターネットゲートウェイ、グローバルセキュリティアプライア
ンスなどのネットワークサービスをトータルに提供するKDDIは、これらのグローバルサービスに関連する案件・顧客・
契約・精算情報を一元的に管理するためSalesforceを導入している。だが、その運用におけるネックとなっていたのが、
Salesforce上の情報のメンテナンスや他システムとの連携に伴う大量のデータ処理である。Salesforce標準のレポー
トやデータメンテナンスツール（DataLoader）を用いて行っていたものの、当初の想定を上回る工数を費やし苦慮し
ていた。この作業に「VyNDEX」を導入することで、大量のデータ処理に関する作業の効率を一気に5～10倍に向上さ
せることができた。

ネットワークサービスに関する
案件・顧客・契約・請求情報をSalesforceで一元管理
大規模データの一括メンテナンスをExcel上で省力化
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● グローバルサービスに関連する案件・顧客・契約・
精算情報を一元管理するためSalesforceを導入
したが、大量データのメンテナンスに想定を上
回る作業工数を費やしていた。

Salesforceで一元管理している案件・顧客・
契約・精算情報のメンテナンス時にエラーが
発生した場合、それがどのレコードで発生し
たのかログファイルなどで確認し、元のデー
タファイルを手作業で修正しなければなら
ない。データは1万件を超えることもあり、
長時間を要するストレスの大きい作業となっ
ていた。

VyNDEXを導入した結果、データの更新処理にエラー
が発生した場合でも、Excelシート上で元データをレ
コードごとに直接確認できる。Excelの機能をフル活
用してそのまま一括修正し、再度Salesforceに反映
することが可能。このシームレスな操作により、デー
タ更新の作業効率は以前の5～10倍に向上した。以前
は丸1日を費やしていたような大規模データのメンテ
ナンスも、現在では30～60分程度に短縮している。

VyNDEX導入後の驚きの声
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と高橋氏は評価する。
さらに魅力的だったのが、1ユーザーあたり月
額980円で利用（※基本ライセンスは10ユーザー
からの契約）できるリーズナブルなライセンス
費だ。14日間VyNDEXを無料で体験できる評
価版も用意されており、高橋氏は「その場で導入
を決めました」と語る。

周辺の定型業務に適用を拡げ
効率化・省力化を推進する

こうしてKDDIに導入されたVyNDEXはすぐ
に真価を発揮した。「グローバルサービスに関す
る案件および顧客情報の一括メンテナンスの作
業効率は、以前の5～ 10倍に向上しています。
実際、チーム内のメンバーが丸1日を費やして
いたような大規模データのメンテナンスも、現
在では30～ 60分程度に短縮しています。もう
DataLoaderには戻れませんね」と高橋氏は強
調する。
さらにこの成果を踏まえ、KDDIはVyNDEX

のライセンスを追加導入し、今後に向けて15ユー
ザーまで利用できる体制を整えた。狙いとする
のは、様々な定型業務におけるデータ加工・連携
作業の省力化である。「Salesforceから一覧形
式で大量データを抽出し、他システムに引き渡

ません。データが1万件を超えることもあり、長
時間を要するストレスの大きい作業となります」
と高橋氏は語る。

大量データの煩雑なメンテナンス作業を
驚くほどに効率化

上記のような課題を抱えていた中、2016年
12月に訪れたあるベンダーの展示会で目にと
まったのがウイングアークのVyNDEXである。
Salesforce上のデータに直接アクセスし、Excel

上で自在に参照・追加・編集を行うことができるク
ラウドサービスだ。
例えばデータの検索、絞り込み、並べ替え、コ

ピー＆ペーストなどの操作も通常のExcelと同
様に行えるため、一括メンテナンスを行う際に
も修正対象のデータを簡単に探しだすことがで
きる。また、編集を行ったセルは自動的に色が付
けられるため、一目で見分けがつく。最後に確認
して書き込みボタンを押せばSalesforceへの
反映は完了する。
「特に便利なのは、Salesforceへの書き込み
を行った際に、エラーが起こったセルをすぐに確
認できることです。要するにExcel上でエラー
がなくなるまで修正と更新を繰り返していけば、
確実に正しいデータを反映することができます」

す業務あれば、VyNDEXはほぼ汎用的に対応で
きます」と高橋氏は語る。
先述した会計システムとの連携はその代表的

なもので、Salesforceで管理されている契約・
見積情報をもとに精算データを作成し、会計シ
ステムに連携したり、海外キャリアから寄せら
れる請求データの集計および確認、精算処理に
も活用していく考えである。
さらに高橋氏は、更新フィールドを完全に特
定してセルの追加や削除に制限をかけた定型
シートを用意し配布することで、データ構造等
を熟知していない一般の社員でも、VyNDEXを
使って現行業務を効率化できるようにしたいと
考えている。

KDDIとして、誰でも簡単に使える大量データ
の入出力や一括メンテナンスのインターフェー
スとして環境を整えることでVyNDEXの適用
範囲をさらに拡大し、様々な定型業務の効率化・
省力化を進めていく計画だ。

KDDI株式会社

導入製品・サービス

VyNDEX
Salesforce上のデータをExcelから自在に参
照・追加・編集できるサービス。オフラインでも
Excelを利用した入力や編集が可能。


